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ホーリズムとホリスティック 

ホリスティック（英語の holistic）という言葉は、1926 年にスマッツ（Smuts, J. C.）が

『ホーリズムと進化（Holism and Evolution）』1)という著書の中で「This whole-making or 
holistic tendency is fundamental in nature」というように、ホーリズム（holism）の形容

詞として初めて使った造語とされている。 
スマッツは、同書の中で「ホーリズムとは、宇宙における生成の傾向の基礎となり、宇宙

における種々の全体の発達と起源に寄与する原理であり、物質と生命と心についての主要

な概念もこの原理に照らして考えることができる」と述べている 1)。 
このホーリズムに関して、近年、ラズロ（Laszlo, E.）は、最先端の科学（特に量子論、

宇宙論、生命科学、意識研究など）に基づいて「宇宙は、すべてのものがほかのすべてのも

のと相互に作用し、一貫性のある全一体を共に作り上げる、調和した構造を持っている。こ

れは銀河や恒星など宇宙の最大の構造から、極微の素粒子に至るまで、人間も含め宇宙に存

在するほとんどすべてのものに共通している」と主張している 2)。 
つまり、ホーリズムとは「人間を含めて、宇宙における万物は、すべてが相互に一貫性のあ

るつながりをもっており、全体として動的（dynamic）に調和している」という考え方である。

ここでは、すべて全体、一体として捉え、全体を部分や要素に還元することはできないと考

え、また、物質と精神、科学とスピリチュアリティ（spirituality）というように分けるので

はなく、統合的に考える。このような考え方自体

は、決して新しいものではなく、近代科学が台頭

する以前や東洋の伝統においてみられるが、最新

の科学がこの考え方を支持しつつある。 
holism（ホーリズム）という英語はギリシャ語の

holos（全体・総和）3)、あるいは古英語の hal（完

全な）4)に由来する。holos あるいは hal から派生

した英語として、whole（全体）、heal（癒す・治

す）、holy（聖なる）などがあり、heal から health
（健康）、healing（癒し）が派生した 4)。英語の

holistic（ホリスティック）は、日本語で全人的と

訳されることもあるが、その広範な意味を包含す

る的確な日本語訳がないため、ホリスティックと

いう外来語表記で使われることが多い（図１）。 
現在、保健医療や教育の分野で、ホリスティック

は、全体、関連、つながり、バランス、調和などの

意味を包含した言葉として解釈されている 5,6)。 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ ホーリズムの由来と派生語 3,4,5,6) 
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ホリスティック・アプローチ 

前述のようなホーリズムの考え方に基づいて行われるのがホリスティック・アプローチ

（Holistic Approaches）であり、保健、医療、看護、福祉、教育などの分野で実践されるよ

うになってきた。そこでは、相互性や全体性が考慮され、科学的、客観的な根拠だけではな

く、人間の主観性や固有の感性、人間関係や対話も尊重される。 
保健医療において、例えば鍼灸やアロマセラピーなどの補完代替療法（または補完代替医

療）自体がホリスティック・アプローチということではなく、近代医学（西洋医学）を主と

する医療において、施術者が先述のようなホーリズムの考え方に基づいて行う場合もホリ

スティック・アプローチといえ、逆に、補完代替療法においてホーリズムの考え方に基づい

て行わなければホリスティック・アプローチとはいえない。 
以下には、ホーリズムやホリスティック・アプローチが基盤となっている主な保健医療や

ケアの概要等について述べる。 
 

ホリスティック医学 

近代医学では、20 世紀後半になって、膨大、複雑化する医療を効率的に行うために、管

理的、支配的になり、分業組織もとり入れられ、医療者は全体を展望することなく、自身の

専門の担当部署での処置に専念するようになった。その結果、病人が減るどころか逆に増大

し、さらに医療行為が原因となって起こる医原病をつくり問題化するようにもなった。効率

的と考えられていた近代医学の方法も、必ずしも効率的でないことが明らかになってきた

7)。このような反省から、部分的に病気だけを診るのではなく、人間をもっと全体的な存在

とみるホーリズムやホリスティック・アプローチに着目した医療やケアを希求する動きが

出てきた。 
この動きのパイオニアの一人がワイル（Weil, A.）8)である。ワイルは、米国ハーバード大

学で植物学の学位を取得した後、ハーバード大学医学校（Harvard Medical School）を 1968
年に修了したが、今ある症状を抑えるだけの医療の現状に失望し、世界中を旅して、各地の

伝統医療、ハーブ、シャーマニズムを含む様々な療法などを自ら体験して廻った。その後、

大学や医学校で学んだ知識や技術と自らの体験や研究を統合し、保健医療やケアに関する

独自の考え方や方法を構築し、実践していった。ワイルは、自身の著書『Health and Healing
（人はなぜ治るのか）』9)において「健康とは、完全としての全体であり、平衡としての全体

である。すなわち、人間を構成し人間をとり巻くあらゆる要素、あらゆる力が動的に、かつ

調和的に統合され、全体として平衡状態にあること」と述べている。さらに「真の医術とは、

個々の患者に内部からの治癒力を最もうまく生じさせる治療法を選択し、提示する、治療家

の能力のこと」と述べている。 
つまり、保健医療やケアにおいて、人間を全体的に、動的な存在とみて、個別性や相互性

（例えば医師と患者の信頼関係など）にも着目し、人間に本来備わっている自然治癒力

（spontaneous healing）を高め、全体として調和的な状態にあることが重要であり、これ

により真の健康と癒しに至るという考え方である。 
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保健医療におけるホーリズムやホリスティック・アプローチを促進するために、1978 年

に米国ホリスティック医学協会（The American Holistic Medical Association）、1983 年に

英国ホリスティック医学協会（The British Holistic Medical Association）、1987 年に日本

ホリスティック医学協会が発足している。 
日本ホリスティック医学協会では、精

神・身体・環境がほどよく調和し、与えら

れている条件において最良のクオリティ・

オブ・ライフ（生の質）を得ている状態を

健康と考え、ホリスティック医学を 5 つの

視点で定義している 5)（表１）。 
 

統合医療 

 統合医療（Integrative Medicine）の定義は多く存在するが、基本的にはホリスティック

医学と同様に、ホーリズムやホリスティック・アプローチを基盤としている。ただしホリス

ティック医学では「人間まるごとをそのまま捉えるので、代替もなければ統合もない 5)」と

いう理想的な捉え方が多いのに対して、後発の統合医療では「主流の近代医学（西洋医学）

を尊重しつつ、補完代替療法を併用する 10)」という現実的な捉え方が多いといえる。 
先述のワイルは、1980 年代の米国におけるホリスティック医学の負の側面、すなわち主

流の近代医学にただ批判的で理論的統一性や一貫性がなく、根拠に乏しい非正統的治療法

も無批判に採用する傾向などを懸念し 9)、統合医療を提唱した人物でもある。 
そもそも補完や代替は主流の近代医学に対する言葉で、例えば、同じ鍼灸やアロマセラピ

ーでも、近代医学に併用して行われる場合は補完療法（Complementary Medicine）といい、

単独で行われる場合は代替療法（Alternative Medicine）という 10)。米国では、代替療法と

して単独で行われることは一般的ではなく、統合医療の一環で補完療法として行われる場

合が多く 10)、日本ではその逆で、今のところ代替療法として単独で行われる場合が多い。 
日本統合医療学会（2000 年設立、2008 年に日本代替･相補･伝統医療連合会議と統合）11)

では「統合医療は医療の受け手である『人』を中心とした医療システムである。近代西洋医

学に基づいた従来の医療の枠を超えて、『人』の生老病死に関わり、種々の相補（補完）・代

替医療を加味し、生きていくために不可欠な『衣・食・住』を基盤として、さらには自然環

境や経済社会をも包含する医療システムである」としている。 
 

ホリスティック・ナーシング 

1981 年に設立された米国ホリスティックナース協会（The American Holistic Nurses  
Association）12)では「ホリスティック・ナーシング（Holistic Nursing）とは、全体として

の人間を癒すことを目的とする全ての看護実践である」と定義している。日本では 2011 年

になって日本ホリスティックナーシング研究会 13)が設立され「ホリスティック・ナーシン

グとは、身体（body）だけでなく心（mind）と魂（spirit）をも包括し、社会や自然環境と

表１ ホリスティック医学の定義 5) 
 
1. ホリスティック（全的）な健康観に立脚する 
2. 自然治癒力を癒しの原点におく 
3. 患者が自ら癒し、治療者は援助する 
4. 様々な治療法を選択・統合し、最も適切な 

治療を行う 
5. 病の深い意味に気づき自己実現をめざす 
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の調和の中で生きている全体的＝ホリスティックな存在としてケアする看護である」と定

義している。 
ホリスティック・ナーシングの目的は、ホーリズムに基づく癒し（healing）であり、癒

しはホーリズムについての理解を深めていく過程（気づきと成長の人生の旅）でもある 14,15)。

癒しは、内的環境である身体、心、感性、魂を統合し、さらに外的環境としての自然、社会・

文化を統合して調和した状態にする過程であるといえる。癒しは治癒と同時に起こること

もあるが治癒と同じ意味ではない 14,15)。 
ホリスティック・ナース（Holistic Nurse）は、ホーリズムに基づく癒しを実践するナー

ス・ヒーラー（Nurse Healer）であり、癒しの手だて（instrument）であり、癒しを促す

支援者（facilitator）である。癒しにとって最も強力な手だては、患者の環境にいる看護師

の存在（presence）であり、存在の質が患者の環境のあらゆる側面に大きな影響を及ぼす。

それゆえ、ホリスィック・ナースは、自分自身が癒されていることがとても重要であり、健

康でホリスティックな生活のロールモデル（role model）でもある 14,15)。 
癒しの背景として、ホリスティック・ナースとホリスティックな患者の相互の関わりの中

で、患者の脆弱性を保護し、人間性と尊厳を守り、擁護するという看護の道徳的理念として

のヒューマンケアリング（Human Caring）16)が重要である。 
『看護の覚え書（Notes on Nursing）, 1859』の著者であり、一体性（unity）、ウエルネス

（wellness）、人間と環境の相互関係に着目し、生命力の消耗を最小限に抑えるケアが大切で

あることを確信していたナイチンゲール（Nightingale, F.）が最初のホリスティック・ナース

の一人と考えられている 12)。 

 
全人的アプローチ 

ホリスティック・アプローチに類似するものとして、全人的アプローチ（Comprehensive 
Approaches）があるが、これは、人間の身体的な面にとどまらず、心理的、社会的、スピ

リチュアルな側面への包括的なアプローチであると一般的に理解されている。場合によっ

ては、ホリスティック・アプローチと同義に理解され使われていることもある。 
 保健医療においては、英国の一般医療（General Practice）、米国の家族医療（Family 
Medicine）、日本の総合診療などを含むプライマリ・ケア（Primary Care）、心身医学、保

健医療行動科学、行動医学、緩和ケア、認知症ケアなどの分野で全人的アプローチに関する

研究や実践がよく行われている。 
 

ホーリズムやホリスティックの理解を深めるために 

１．「地球交響曲（Gaia Symphony）」17) 
 「地球交響曲」とは、生物物理学者のジェームズ・ラブロックが唱えたガイア理論「地球は

それ自体がひとつの生命体である」という考え方に勇気づけられ、龍村仁が制作したオムニ

バスのドキュメンタリー映画シリーズである。美しい映像と音楽、珠玉のことばの数々によ

って織り成され、環境問題や人間の精神性に深い関心を寄せる人たちのバイブル的存在で、
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地球交響曲「第一番（1992 年）」から最終作「第九番（2021 年）」まで、超ロングラン自主上

映ムービーとなっている 17)。「全ての存在は時空を超えて繋がっている」がテーマの「第 5番
（2004 年）」では先述のラズロも出演しており、「地球を含めたすべての生命体が内部に秘め

ている自然治癒力」がテーマの「第 7番（2010 年）」では先述のワイルも出演している。 
２．「地球蘇生プロジェクト」18) 
 白鳥哲（映画監督・俳優・声優）が、地球上のすべての生命体（アーシアン）が共存共栄

できる地球社会を創るために始めた活動、その生き方のヴィジョンを「地球蘇生プロジェク

ト」と呼んでいる 18)。白鳥はこのヴィジョンに則り映画を制作しているがホーリズムの理

解が深まる映画も多い。特に短編映画『コスモス～ワンネスへの回帰～（2018 年）』では先

述のラズロが出演し、ホーリズムや量子論の観点から宇宙や意識に言及している。その他、

短編映画では「水と人間と宇宙の繋がり（調和）」がテーマの『ホピ～古からの伝言～（2018
年）』、長編映画では「波動医学」がテーマの『ストーンエイジ（2005 年）』、「意識の力」が

テーマの『祈り～サムシンググレートとの対話～（2012 年）』、「潜在意識」がテーマの『リ

ーディング～エドガー・ケイシーが遺した、人類の道筋。～（2018 年）』などもホーリズム

の理解が深まると思われる。（短編映画はYouTubeで無料配信されている。2022.1.11.現在） 
３．保健医療におけるホリスティックに関するコラム等 

 先述した日本ホリスティック医学協会のウェブサイトに「コラム記事・研究会レポー

ト」のページ 19)があり「コラム記事」「研究会レポート」「最新の記事」が掲載されてお

り、ホーリズムやホリスティックに関する理解を深めるために有用と思われる。 

４．量子論やホーリズムについて理解が深まる本 

 波動技術のパイオニアの江本勝著『水は答えを知っている』20)では、様々な水の氷結結

晶の形や人間の波動測定から宇宙のしくみや人間の生き方が説かれている。量子力学で世

界的に著名な大栗博司著『大栗先生の超弦理論入門』21)では、最先端の重力のホログラフ

ィー原理に基づき空間は幻想であると説かれている。同じく量子力学で著名な保江邦夫著

『神様から愛される人になるタイムデザインの法則』22)では、理論物理学的な真理に従っ

て「未来と過去の両方が決まって、今が決まる」というパッケージ理論が説かれている。 
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